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特
許
が
切
れ
、
後
発
医
薬
品
が

出
て
い
る
先
発
医
薬
品（
長
期
収

載
品
）に
つ
い
て
、
患
者
の
自
己

負
担
を
増
や
す
方
針
が
固
ま
っ
た
。

後
発
品
の
普
及
を
進
め
医
療
費
削

減
に
結
び
付
け
る
の
が
狙
い
の
１

つ
で
、
長
期
収
載
品
に
メ
ス
を
入

れ
る
の
は
厚
生
労
働
省
の
長
年
の

課
題
だ
っ
た
。
た
だ
、
後
発
薬
業

界
は
不
祥
事
を
機
に
品
薄
が
続
い

て
お
り
、
一
歩
間
違
う
と
供
給
不

足
に
輪
を
掛
け
て
し
ま
う
ジ
レ
ン

マ
を
抱
え
て
い
る
。

２
０
２
１
年
度
の
国
民
医
療
↘

厚労省ウォッチング

費
は
45
兆
３
５
９
億
円
と
こ
の
20
年
で
４
割
以
上
伸
び
た
。

薬
価
は
診
療
報
酬
改
定
の
度
に
削
減
さ
れ
て
来
た
も
の
の
、

調
剤
費
は
７
兆
８
７
９
４
億
円
と
17
・
５
％
を
占
め
る
。
医

療
費
削
減
圧
力
の
高
ま
り
に
加
え
、
岸
田
文
雄
・
首
相
が

「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」の
財
源
の
一
部
を
社
会
保
障
の

歳
出
カ
ッ
ト
で
賄
う
と
約
束
し
た
事
も
あ
り
、
周
囲
か
ら
流

れ
は
固
め
ら
れ
て
い
た
。
慎
重
だ
っ
た
日
本
医
師
会
も
医
師

の
判
断
で
長
期
収
載
品
を
処
方
し
た
場
合
は
患
者
に
追
加
の

負
担
を
求
め
な
い
事
を
前
提
に
同
意
し
た
。

今
回
の
方
針
は
、
長
期
収
載
品
と
後
発
品
の
差
額
の
一
定

割
合
を「
選
定
療
養
」と
位
置
付
け
、患
者
の
自
己
負
担
と
す

る
も
の
だ
。
選
定
療
養
と
は
患
者
の
希
望
に
合
わ
せ
た
公
的

保
険
外
の「
贅
沢
医
療
」で
、病
院
の
個
室
料
等
が
該
当
す
る
。

例
え
ば
２
０
０
円
の
長
期
収
載
品
の
場
合
、
今
の
患
者
↘

発
品
メ
ー
カ
ー
に
は
経
営
戦
略
を「
画
期
的
な
新
薬
で
儲
け

る
」方
向
に
転
換
す
る
様
促
す
意
向
だ
。
日
本
の
製
薬
メ
ー

カ
ー
の
競
争
力
が
陰
る
中
、
政
府
が
６
月
の
骨
太
の
方
針
で

「
創
薬
力
の
強
化
」を
掲
げ
て
い
る
事
も
影
響
し
た
。

薬
価
削
減
を
議
論
す
る
過
程
で
、
厚
労
省
は
中
央
社
会
保

険
医
療
協
議
会（
中
医
協
）の
専
門
部
会
等
に
４
案
を
示
し

て
い
た
。
今
回
の
方
針
に
加
え
、①
薬
代
に「
定
額
負
担
」を

導
入
、
②
薬
の
有
効
性
に
応
じ
自
己
負
担
の
割
合
を
設
定
、

③
市
販
薬
に
成
分
が
同
じ
で
あ
る
類
似
品
が
在
れ
ば
自
己
負

担
を
求
め
る
―
―
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
実
現
可
能
性
等
が
問

わ
れ
、
最
終
的
に
長
期
収
載
品
に
斬
り
込
む
事
で
支
払
い
側

と
診
療
側
の
両
委
員
が
折
れ
合
っ
た
経
緯
が
有
る
。

長
期
収
載
品
と
後
発
品
は「
成
分
・
薬
効
が
同
等
」と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
癲
癇
等
の
患
者
で
は
後
発
品
に
切
り
替

え
た
際
に
症
状
が
悪
化
す
る
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
効
能

が
異
な
る
ケ
ー
ス
も
有
り
、
中
医
協
で
は
診
療
側
が「
処
方

権
を
持
つ
医
師
の
医
学
的
判
断
の
重
視
」（
長
島
公
之
・
日
本

医
師
会
常
任
理
事
）を
主
張
。
支
払
い
側
も「『
医
師
の
判
断

の
妥
当
性
』の
担
保
が
必
要
」（
松
本
真
人
・
健
康
保
険
組
合

連
合
会
理
事
）と
ク
ギ
を
刺
し
つ
つ
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。

た
だ
、
後
発
薬
業
界
を
巡
っ
て
は
、
小
林
化
工
、
日
医
工
、

沢
井
製
薬
等
の
製
造
・
品
質
に
関
わ
る
不
正
や
問
題
に
よ
っ

て
薬
の
供
給
不
足
が
生
じ
、
医
療
現
場
で
は
診
療
に
支
障
を

来
し
て
い
る
。
長
期
収
載
品
の
自
己
負
担
が
増
え
れ
ば
後
発

品
を
希
望
す
る
患
者
は
更
に
膨
ら
む
事
が
予
想
さ
れ
、
導
入

時
期
を
遅
ら
せ
て
も
品
薄
が
解
消
さ
れ
る
か
は
不
透
明
だ
。

厚
労
省
は
中
小
が
ひ
し
め
く
後
発
品
業
界
の
再
編
を
通
じ

て
安
定
供
給
を
図
る
事
も
意
図
し
て
い
る
が
、
後
発
品
メ
ー

カ
ー
に
は
オ
ー
ナ
ー
企
業
も
多
く
行
政
主
導
に
よ
る
再
編
は

容
易
で
は
な
い
。
日
医
関
係
者
は
長
期
収
載
品
を
斬
っ
て
後

発
品
へ
切
り
替
え
を
進
め
る
事
に
関
し「
医
療
現
場
の
混
乱

に
拍
車
を
掛
け
る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
」と
話
す
。

厚
労
省
幹
部
は
今
回
の
方
針
に
つ
い
て
、「
後
発
品
を
不

安
視
し
、
既
存
薬
に
拘
る
人
は
未
だ
多
い
。
結
局
は
後
発
品

の
品
質
へ
の
信
頼
を
高
め
て
行
か
な
い
と
絵
に
描
い
た
餅
に

な
る
」と
漏
ら
し
て
い
る
。

負
担（
３
割
）は
60
円
。
１

０
０
円
の
後
発
品
な
ら
自

己
負
担
は
30
円
と
な
る
。

そ
れ
が
今
回
の
改
革
案
で

は
双
方
の
差
額
１
０
０
円

の
25
％
を
追
加
で
払
う
方

向
で
調
整
し
て
お
り
、
こ

の
場
合
患
者
の
追
加
負
担

額
は
25
円
で
、
自
己
負
担

額
は
計
85
円
に
膨
ら
む

（
選
定
療
養
に
は
別
途
消
費
税
が
掛
か
る
）。

厚
労
省
内
に
は「
先
発
品
メ
ー
カ
ー
が
収
益
の
上
が
る
特

許
切
れ
の
既
存
薬
に
胡
座
を
か
い
て
来
た
事
が
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
阻
害
し
て
来
た
」（
幹
部
）と
の
思
い
が
有
る
。
先
↖

第
189
回 

後
発
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
は
前
途
多
難


